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NY マーケットレポート（2018 年 3 月 16 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

外国為替市場では、トランプ米大統領が閣僚刷新を継続するとの憶測に加え、米関税導入が世界経済に影響を及ぼすとの懸念な

どを背景に、ドル/円は NY タイム直前に 3/7 以来の安値を付けた。NY 市場では、序盤に発表された米住宅着工件数が悪化した

ものの、鉱工業生産指数が 4 ヵ月ぶりの大幅な伸びとなったことや、ミシガン大消費者信頼感指数が 2004 年 1 月以来の高水準

となったこと、また JOLT 求人件数が過去最高となったことを受けて、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。そして、

来週の FOMC で利上げ決定が確実視されていることも加わり、ドルは堅調な動きが続いた。一方、米主要株価が堅調な動きとな

ったこともあり、クロス円も堅調な動きとなった。ただ、引けにかけては、週末のポジション調整などもあり、ドル円・クロス

円はやや上値の重い動きが続いた。 

 

 

米主要経済指標の結果 

 

2 月米住宅着工件数 123.6万件（予想 129.0万件・前回 132.6万件 ⇒ 132.9万件） 

2 月米住宅着工件数（前月比） -7.0％（予想 -2.7％・前回 9.7％ ⇒ 10.1％） 

 

2 月米建設許可件数 129.8万件（予想 132.0万件・前回 139.6万件 ⇒ 137.7万件） 

2 月米建設許可件数（前月比） -5.7％（予想 -4.1％・前回 7.4％ ⇒ 5.9％） 

 

2 月の米住宅着工件数は、年率換算で前月比-7.0％の 123.6 万件となり、2 ヵ月ぶりに減少した。前年比は-4.0％だった。一戸

建て住宅は前月より伸びたが、前月に大幅増加した集合住宅のマイナス幅が大きかったことが、全体を引き下げる結果となった。

一方、着工件数の先行指標となる建設許可件数は、前月比-5.7％の 129.8万件となり、5ヵ月ぶりに 130万件を下回った。前年

比は+6.5％だった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

3 月ミシガン大学消費者信頼感指数 102.0（予想 99.3・前回 99.7） 

 

3 月の米ミシガン大消消費者信頼感指数の速報値は 102.0 と 2 月の確報値から 2.3 ポイント上昇し、2004 年 1 月以来 14 年 2ヵ

月ぶりの高水準となった。現状指数は 122.8 と 2 月確報値から 7.9 ポイント上昇、1 年後のインフレ期待は 2.9％と 2 月確報値

から 0.2ポイント上昇した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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1 月米 JOLT求人件数  631.2万件（予想 590.0万件・前回 581.1万件 ⇒ 566.7万件） 

 

1月の米求人件数は、前月比+64.5万件の 631.2万件となり、過去最高となった。民間で雇用された労働者は 524万人（前月 517

万人）、自発的離職者は 327 万人（前月 334 万人）、離職率は 2.2％（前月 2.3％）となった。建設や輸送・倉庫、プロフェッシ

ョナル・ビジネスサービスなどで伸びが目立った。1 月までの 1 年間に新規に雇用された労働者は 6540 万人、自発的離職者と

解雇者の合計であるセパレーションは 6320万人で、差し引き 210万人の雇用純増となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

米ダウ平均株価は小幅続伸 

 

米株式市場は、雇用や消費者関連の米経済指標が改善したことや、週前半に下落が続いたことで、ポジション調整の買い戻しも

出ており、主要株価は序盤から堅調な動きとなった。ただ、トランプ米政権内での幹部離脱が相次いだことで、政権運営への懸

念が意識され、上値の重い動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILMが作成 

 

 

米経済指標の改善などを背景に、ドルが上昇 

 

NY市場では、序盤に発表された米住宅着工件数が悪化したものの、鉱工業生産指数が 4ヵ月ぶりの大幅な伸びとなったことや、

ミシガン大消費者信頼感指数が 2004年 1月以来の高水準となったこと、また、JOLT求人件数が過去最高となったことを受けて、

ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。また、来週の FOMC で利上げ決定が確実視されていることも加わり、ドルは堅調

な動きとなった。ただ、引けにかけては、週末のポジション調整の動きもあり、ドル円・クロス円はやや上値の重い動きが続い

た。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


